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1伊菫市|の概況

伊豆市 :平成16年4月
修善寺町,土肥町 (土肥温泉),lJ「 ケ島町,I量豆町の4町合併
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1.土肥地域の概況

1■|||お111111

1出鱚囃概滉t=ういて (人口動態) び 伊豆市

現在の人口は約3,000人 (令和7年 1月現在 )。 明治時代
と同じ頃にまで減少しています。
こどもの出生数も年々減つており、高齢化率は限りなく
50%に近づき、着実に消滅集落の方向に向かつています。
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土肥地域の概況 (地震・津波の想定 ) σ 伊豆市

「南海トラフ巨大地震」が引き起こす津波

は、高さが最大で10m
地震発生から6分後に土肥地域の

沿后言に至鵬菫すると想定されています。
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2.推進計画策定等に向けて

子育て全力菫言

伊豆市
自然・歴史,文化が薫る 誇りと活力に満ちた「伊豆半島の新基軸 (クロスロード)」・伊豆市



推進講%の策定

咤心請yO策 定

σ 伊豆市
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び 伊豆市
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||1推進計画の策定 σ 伊豆市
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伊豆市津波防災地域づくり
推進協議会

【委員】
地域住民、有識者、
国二交通省、静向県tl伊豆市‐

三二二11_■■■■111選

伊豆市 関係各課

推進計画の策定 σ 伊豆市

数多くの意見
交換会による

丁寧なリスクコ
ミュニケーション

:な祓 はな :
●●■■41,■  |■■■「摯|■`||| ■1、 | ・| ‐|‐■|

観光防災まちづくり庁内委員会

【委員】伊豆市 (委員長 :伊豆市長)

① 推 進 計 画 の進 め方
② 当地賊 α現 状 について
③ 推 進 計 画 について -

口 職

「 防 災 の 象 これ か らの

防 災 地 域 づ くり」
●
"u邸
苺鰤のテーマ

「地山り状況を共有する」

-

■意 見 交 換 のテー マ

・土肥地週め観光と防災α ラヾンス
をとるため、どのようなことを考えてし
かなければならないでしょう①観光防災まちづくりにおける課題

② 観光防災まちづCを推進するた″ 理味的な方針
③ 伊豆市″海と共に生きる″観光防災まちづくり
推 進 計 画 (骨子 案 )

■意 見 交 換 のテー マ

・基 本 的 な方 針 を実 現 するため (鋤
域 で必 要 となる対 応 と支 援
・対策実施 に成 り、′こ輌己なことや気

① 観 光 防 災 まちづくりの 実 現 に向 け″ 一ヽ ド・ ソフ

② 伊 豆 市
″
海 と共 に生 きる

″
観 光 防 災 まちづ く

推 進 計 画 (素案 )

まちづくり推 進 計 画 (素案 )
・津 波 災 書 リスクと共 存 するた
らし方 と住 まい方 の考え方① 伊 豆 市

″
海 と共 に生 きる

″
観 光 防 災 まちづくり

推 進 計 画 (素案 )

■ 主 な対象 者 伊 豆 市 民
■みな さんか

―
をいたな割
・

こヽと
・伊 豆市筆叱 輿 こヒせる

″
観光 防災義 り園彗緬  (

① 伊 豆 市
″
海 と共 に生 きる

″
観 光 防 災 まちづく



推進計画の策定

推進計画の策定

σ 伊豆市

σ 伊豆市

『地震・津波による被害を減らしたい。』
『地域が衰退しないよう、生活や産業も

大切にしたい。』
という思いを両立させるため、地域のあ
り方やみんなで協力して取り組むことを

示した推進計画をつくりました。



目取織方針

争1饗強計画|の策定 σ 伊豆市

回全体方針

観光、環境、防災のバランスがとれた海と共に生きるまちづくり

リスターを理解し、工夫を積み重ねて―安全性を高‐める■‐リ

蛙塁凛署券轟桑れ1早奮|'す||十1す|||1言|
地域が早1期復旧するための支援機能の向上

地震・津波 8土砂災害による被害を少しでも減らすため
の防災 二減災対策の推進

1推進計画|〈初版〉1策定後の取組み σ 伊豆市

駆
〓

5月 30日

6月 4日

6月 29日

7月 上旬

7月 13日

7月 27日 |     |

8月 上旬

8月 9日|  |||||
8月 10日

7月 20日‐   ‐ ||
9月 5-6日

9月 3日      |‐ .

9月 14日

9月 19日     | |
10月 10日

10月 12日   ■ |‐
10月 16日

10月 下旬 | ‐■■
10月 31日

11月 2日   | ||
11月 16日

11月 22日  ‐  || |
11月 23日

12月 12日

12月 19日

12月 中旬～1月上旬
12月 27日          一

12月 28日          ―
1月 16日           土肥
1月 16日           土肥
2月 中旬～3月上旬   土肥地区全域
3月 4日         土肥地区全域
3月 15日            ―

3月 20日          ―

3月 27日        土肥地区全域

各区・土肥温泉旅館協同組合 情報伝達・確認訓練
観光防災まちづくりニュースVo 3発行

ケアマネージャー意見交換会 (18名 )

六薮区章見変換会 (13名 )
民生委員意見交換会 (17名 )
がんばる1地域宣言I作成終了 (19件)  |   ‐
“愛称"募集終了 (141件 )
みんなで考える会.(市民集会)(80名 )
都市計画全国大会先進事例発表

第0回推進協議会開催         |
推進協議会「推進計画 (見直し案)」 答申
土肥金山連携訓練 (70名)      .|  ■ ||
庁内会議 (部長会)×推進計画 (第 2版)策定
愛称1次審査 (作業部会)   | _   |  ‐
「災害に強いまちづくり」意見交換会事例発表 (市長)
ジャパン レジリエンス・アワー
土肥中生と考える会
みんなで考える会 (大市民集会)

愛称投票

津波避難訓練
愛称最終審査 (作業部会) ●■
ジャパン・レジリエンス・アワー ドグラシプリ受賞

津波災害 (特別)警戒区域指定 (静岡県)

■lP地区全域漂彎昏言露曇鼈熙衆ゝ穐辮
える会は集ω

土肥地区全域
土肥地区全域

土肥地区全域
|‐土肥
土肥地区全域
‐ ‐土肥
土肥

■ 1土肥 |
土肥

二肥地区全域
小土肥
■小土月巴■

土肥
■■土肥 ■
土肥

土肥‐地1区全域

=肥
地1区全域

佗
』
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観光防災まちづくりのぼり設置開

上肥子ども鶴避難訊1練 (19名 )
ライフセーバー研修 (32名 )
土肥小中学校連絡会 (22名) ,
±1巴中生と考える会 (59名 ) 

｀

総合防災訓練‐■ |  '
黒根区意見交換会 (20名 )
浜区説明会|(7名 )・

‐
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推進計画 く初版〉策定後の取組み σ 伊豆市

推進計画〈初版〉策定後の取組み   σ伊豆市



伊豆市

いのちを守る議波防災地域づくりのイメージ

卜尋爵妙魃凩欝鷲

推進計画 〈第2版〉策定後の取組み σ 伊豆市
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燿饉講明 ≪第2艤≫鐵定後の映陵誦 σ 伊豆市
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土肥地域の資痢理的な珈:り組 みが全国的に評価された
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【区域指定決定】

・津波災害特別警戒区域

・津波災害警戒区域

(愛称 :海のまち「安全創出エリア」)

(愛称 :海のまち「安全避難エリア」)

に転換するための  を設定
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3.松原公園津波避難複合施設の検討

σ群器
キ珈義鷹菫瞑夕■ス●ニド)l,伊豆市

区1域指定後の取組み び 伊豆市



σ 伊豆市

螂
職
灘
撚

尋
消
綴
騨
臨
機

鰐

―

―

―

―

―

‡

‡

‡

―

‡

―

‡

‥

―

…

…

…

…

…

…

…

…

…

●
=菫
燎奮韓糠 腱盤漱嬌凛

翡|||■1

(出中展)  (鮨 D
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4.松原公園津波避難複合施 の概要

子育て拿力鼠言

伊豆市
自然1職彙

=文
化が薫る 誇りと活力に満ちた「伊豆半島の新基軸 (クロスロード)」・伊豆市

施設の概要・機能等 σ 伊豆市

RF F P+21.3m)
4F(TP,+18,Orn)

3F「 P.+14.Om)

想定津波高さ

(T.P.+100m)

2F
lF

彗舞唾又



(葛 ,びとう)

σ 伊豆市
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プレイベント津波避難訓:練 σ 伊豆市



鞣歪攀
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饉彎 饉 鐵

非常食 (ノくン)

保存オ((500ml PE丁 )

保存水 (22 PE丁 )

女性用生理用品

紙おむつ

エマージェンシーブランケッ

避難用シューズ

簡易 トイレ

簡易テント

救急セット

その他

硫謳饒趙 ξ3隕 修輻はへ隆褥膠 攀壼毒

1′ 296食

1′ 248本

2′460本

460枚

1′ 010枚

1′ 230枚

250足

8台

5芝謹

2セッ ト

1式

子ども用、大人用

簡易 トイレ用

フ
｀
ルーシート、□一プ等



施設整備に係る補助事業 σ 伊豆市

O都市防災総合推進事業 【社会資本整備総合交付金】 (防災機能部分)

国土交通省都市局事業、国費2/3

0地震・津波対策等減災交付金 紡災機能部分)

県危機管理部事業1/12、 静岡県市町村振興協会1/12
0静岡県観光地域づくり整備事業補助金 佼流・観光機能部分)

県スポーツ 0文化観光部事業、県費1/3(有償スペース)、

県費1/2(無償スペース)

防災機能

観光機能、外構

5億 5′ 300万円  1億 3″800万 2千円  1億3′800万 3千円

5′700万 5千円  3億 2′000万 5千円


